
一般会計歳入決算額

175 億 176 万 6 千円
（対前年度比 13.3％減）

一般会計歳出決算額

164 億 6,293 万 8 千円
（対前年度比 14.4％減）
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歳入総額
Ａ

歳出総額
Ｂ

差　引
Ｃ＝Ａ－Ｂ

繰越すべき財源
Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

一般会計（市の基本的な行政サービスの経費を収支する会計） 17,501,766 16,462,938 1,038,828 207,213 831,615

特別会計（保険料などの特定の収入で特定の支出に充てる会計。収入の使い道が決まっているため一般会計とは分けています）

国民健康保険特別会計 2,953,155 2,828,885 124,270 0 124,270

後期高齢者医療特別会計 438,983 438,569 414 0 414

農業者労働災害共済特別会計 2,643 1,665 978 0 978

公共用地先行取得事業特別会計 474,782 374,782 100,000 100,000 0

企業会計（一般の会社と同じように、独立した収入でその経費をまかなう「独立採算」を原則とする会計）

水道事業会計
収益的収支 800,000 707,991 92,009 0

資本的収支 199,225 294,126 △ 94,901 83,894

公共下水道事業会計
収益的収支 1,225,186 1,147,594 77,592 0

資本的収支 437,712 911,440 △ 473,728 312,093

各会計の決算額（単位：千円）

繰越額
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令和 5 年度  決算

分担金および負担金（0.9％）
1 億 5,255 万 4 千円
こども園料や小中学校の給食費など、
特定の利益を受ける人が負担したお金

地方交付税（23.1％）
40 億 3,588 万 2 千円
市町村の規模に応じて国から
交付されたお金

市税（25.5％）
44 億 6,231 万 5 千円
市民の皆さんが納めたお金

使用料および手数料（1％）
１億 7,765 万 2 千円
施設の使用料や住民票の発行手数料など 

繰越金（5.6％）
9 億 8,773 万 3 千円
前年度から繰り越されたお金

諸収入（3.4％）
6 億 159 万 6 千円
貸付金の元金収入など

繰入金など（10.7％）
18 億 6,465 万 8 千円
市有地などの貸付料や寄付金、
基金（貯金）を取り崩したお金など

地方譲与税（0.8％）
１億 3,622 万 4 千円
国が徴収した自動車重量税
などから配分されたお金

国庫支出金（12.4％）
21 億 7,104 万 4 千円
市の事業に対して国から
交付されたお金

県支出金（7.6％）
13 億 3,511 万 7 千円
市の事業に対して県から交付
されたお金

市債（3.6％）
6 億 3,653 万 3 千円
国や金融機関などから借入れたお金

その他の交付金（5.4％）
９億 4,045 万 8 千円
国などが必要に応じて課税した一部（地方消費税など）が配分されたお金

自主財源
 47.1％

依存財源
 52.9％

人件費（15.3％）
25 億 1,572 万７千円
市長や議員、職員の給料や手当など

扶助費（18.2％）
29 億 9,839 万 4 千円
生活保護や児童手当など

物件費（12.1％）
19 億 8,660 万 2 千円
物品の購入、光熱水費、使用料、委託料など

維持補修費（0.8％）
1 億 3,678 万円
公共施設などの修繕費

補助費等（18.7％）
30 億 6,231 万 8 千円
負担金や補助金など

公債費（9.5％）
15 億 7,141 万 6 千円
市債（借金）の返済金

貸付金（1.3％）
2 億 1,181 万 9 千円
企業会計への出資金、中小企業や
市民への資金融資など

積立金（8.8％）
14 億 5,574 万 8 千円
基金（貯金）への積立金

普通建設事業費等（8.9％）
14 億 6,798 万 2 千円
道路や橋、学校などの整備

繰出金（6.4％）
10 億 5,615 万 2 千円
特別会計への補助

消費的経費
65.1％投資的経費

8.9％

その他
26％

歳入総額　175 億 176 万 6 千円

歳出総額（性質別）　164 億 6,293 万 8 千円
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歳出 を 目的別 で見た決算額と 市民１人当たり の決算額

あわら市の 健全化判断比率 と 資金不足比率

あわら市は

基準 を クリア
しています

区　分 R5 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 （赤字なし） 13.55% 20.00%

連結実質赤字比率 （赤字なし） 18.55% 30.00%

実質公債費比率 7.3% 25.0% 35.0%

将来負担比率 23.6% 350.0% （基準なし）
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５
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。
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当
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療
・
介
護
保
険
、
生
活
保
護
な

ど
福
祉
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が
高
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と
に
よ

り
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す
。

歳出決算額（目的別）
164 億 6,293 万 8 千円

市民１人当たりの決算総額

62 万 2,629 円

※ 早期健全化基準は、各市町村の財政規模に応じて異なり、
表中の基準はあわら市に適用される基準です。

※ （　）内は１人当たりの決算額。令和 6 年３月 31 日現在の
住民基本台帳人口（2 万 6,441 人）で計算しています。

健全化判断比率

資金不足比率

民生費
50 億 5,382 万 2 千円
（19 万 1,136 円）

認定こども園運営、
障害者・高齢者福祉など

土木費
18 億 2,285 万 6 千円

（6 万 8,941 円）
道路、橋、公園、市営

住宅の整備や維持管理など

消防費
5 億 9,014 万 3 千円
（2 万 2,319 円）

消防施設や災害対策など

公債費
15 億 7,141 万 6 千円

（5 万 9,431 円）
市債（借金）の返済

労働費
2,209 万 8 千円

（836 円）
雇用対策、市民への
生活資金融資など

教育費
13 億 8,388 万 3 千円

（5 万 2,339 円）
学校、公民館、体育施設

の整備や維持管理など

総務費
18 億 1,946 万円
（6 万 8,812 円）
戸籍や住民票の管理、

防犯対策、財産管理など

議会費
1 億 4,815 万 7 千円

（5,603 円）
議会の運営

衛生費
8 億 8,080 万円

（3 万 3,312 円）
ごみ処理、予防接種、
妊婦 ･ 乳児健診など

その他
16 億 1,966 万 5 千円

（6 万 1,255 円）
基金（貯金）への積立金

や災害復旧費など

全ての公営企業会計（水道事業会計・公共下水道事業会計）
において、資金不足は発生していません。

商工費
7 億 2,423 万 8 千円
（2 万 7,391 円）

企業誘致、商工業の振興、
観光推進など

農林水産業費
8 億 2,640 万円

（3 万 1,254 円）
農林水産業の振興や農道、

排水施設の整備など
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令和 6 年度上半期 の 予算執行状況 をお知らせします

グラフの数値は予算現額、（　）内は執行率です。
一般会計歳入歳出予算執行状況（令和 6 年９月末現在）

予算現額 予算現額

収入済額 支出済額

175 億 4,448 万 3 千円 175 億 4,448 万 3 千円

80 億 634 万円 72 億 7,344 万 4 千円

令和 5 年度  決算

北陸新幹線開業機運醸成事業
2,093 万 8 千円

西口広場活用促進事業
7,018 万４千円

主な事業の決算額  一般会計

鳥獣害のない里づくり推進事業
3,060 万３千円

道路橋りょう災害復旧事業
7,465 万９千円

B ＆ G 海洋センター体育館改修事業
4,255 万７千円

橋梁長寿命化修繕事業
6,054 万 5 千円

名泉郷冠水対策事業
2,537 万７千円

画像は全てイメージです。

出産・子育て応援事業
1,862 万４千円

※ 予算現額には令和 5 年度からの繰り越し分を含んでいます。

ふるさとあわらサポート基金事業
4 億 1,490 万８千円
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